
東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

場 所 鹿沼市東町１丁目

工 期 令和９年３月５日 まで

設 計 概 要

３号棟  鉄筋コンクリート造  ４階建て  延べ面積  1056.85ｍ2

３号棟自転車置場  鉄筋コンクリート造  平屋建て  延べ面積  21.12㎡

ポンプ室  鉄筋コンクリート造  平屋建て  延べ面積  8.64㎡

外壁改修工事、防水改修工事  一式

検算者
プロパン庫  補強コンクリートブロック造  平屋建て  延べ面積  13.78㎡  

解体工事  一式

外構工事  一式

担当者

(甲－１)
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変 更 前 回 実 施 変 更 今 回
設計金額

設

計

額

工 事 価 格 設

計

額

工 事 価 格

消 費 税 消 費 税
内訳

請 負 工 事 費 請 負 工 事 費
工事価格

請

負

額

請 負 価 格 請

負

額

請 負 価 格
消費税相当額

消 費 税 消 費 税

請 負 代 金 請 負 代 金

請 負 率 増減額

変 更 理 由

(甲－2)



工事費内訳 2

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接工事費

建築工事
1

式
計

共通費

共通仮設費
1

式
現場管理費

1
式

一般管理費等
1

式
計

工事価格
1

式
消費税等相当額

1
式

工事費
1

式

調査基準価格
1

式
調査基準価格の100/110

1
式

鹿 沼 市 役 所 （乙）



共通仮設費(積上) 明細 3

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
交通誘導員

1
式

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（3号棟
） 1

式
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（ﾌﾟﾛﾊﾟ
ﾝ庫） 1

式
ﾊﾟｲﾛﾝ区画（3号棟
自転車置場） 1

式
ﾊﾟｲﾛﾝ区画（ﾎﾟﾝﾌﾟ
室） 1

式
ﾍﾞﾋﾞｰｳｲﾝﾁ

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



工事種別内訳 4

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
建築工事

1
式

建築工事に伴う電気設備工事
1

式
解体工事

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 種目別内訳 5

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
３号棟

1
式

３号棟自転車置場
1

式
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

1
式

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫
1

式
外構

1
式

発生材処理
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事に伴う電気設備工事 種目別内訳 6

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
電気設備

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



解体工事 種目別内訳 7

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 科目別内訳 8

３号棟

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設工事

1
式

防水改修工事
1

式
外壁改修工事

1
式

塗装改修工事
1

式
環境配慮改修工事

1
式

雑工事
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 科目別内訳 9

３号棟自転車置場

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設工事

1
式

防水改修工事
1

式
外壁改修工事

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 科目別内訳 10

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設工事

1
式

防水改修工事
1

式
外壁改修工事

1
式

建具改修工事
1

式
塗装改修工事

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 科目別内訳 11

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設工事

1
式

撤去工事
1

式
環境配慮改修工事

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 科目別内訳 12

外構

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
舗装工事

1
式

縁石工事
1

式
植栽工事

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 科目別内訳 13

発生材処理

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
発生材処理

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事に伴う電気設備工事 科目別内訳 14

電気設備

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
電灯設備

1
式

撤去工事
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



解体工事 科目別内訳 15

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 中科目別内訳 16

３号棟

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設工事

1
式

計

防水改修工事
1

式
計

外壁改修工事
1

式
計

塗装改修工事
1

式
計

環境配慮改修工事
1

式
計

雑工事
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 中科目別内訳 17

３号棟自転車置場

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設工事

1
式

計

防水改修工事
1

式
計

外壁改修工事
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 中科目別内訳 18

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設工事

1
式

計

防水改修工事
1

式
計

外壁改修工事
1

式
計

建具改修工事
1

式
計

塗装改修工事
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 中科目別内訳 19

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設工事

1
式

計

撤去工事
1

式
計

環境配慮改修工事
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 中科目別内訳 20

外構

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
舗装工事

1
式

計

縁石工事
1

式
計

植栽工事
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 中科目別内訳 21

発生材処理

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
発生材処理 積込・運搬

1
式

発生材処理 処分
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事に伴う電気設備工事 中科目別内訳 22

電気設備

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
電灯設備 電灯分岐

1
式

計

撤去工事 電灯分岐撤去
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



解体工事 中科目別内訳 23

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 解体工事

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 細目別内訳 24

３号棟 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
くさび緊結式足場 建枠 900 高さ20m未満
（手すり先行方式 掛払い手間 供用90日賃料 基本 1
） 料 修理費 運搬費共 1554㎡程度 式
安全手すり くさび式 手すり先行足場用

掛払い手間 供用90日賃料 基本 1
料 修理費 運搬費共 97m程度 式

小幅ネット 防炎ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 掛払い手間
供用80日賃料 基本料 修理費 1
運搬費共 388ｍ程度 式

単管本足場 10m未満 掛払い手間
供用90日賃料 基本料 修理費 1
運搬費共 32.3㎡程度 式

安全手すり 単管本足場用 掛払い手間
供用90日賃料 基本料 修理費 1
運搬費共 8.3ｍ程度 式

内部仕上足場 脚立足場 掛払い手間
供用30日賃料 基本料 修理費 1
運搬費共 184㎡程度 式

ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ張り 防炎Ⅰ類 掛払い手間
供用80日賃料 基本料 修理費 1
運搬費共 1219㎡程度 式

養生(外壁改修) 170㎡程度
1

式
整理清掃後片付け 170㎡程度
(外壁改修) 1

式
養生 露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)
(防水改修) 233㎡程度 1

式
整理清掃後片付け 露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)
(防水改修) 233㎡程度 1

式
養生(階段室) 階段室塗装改修

86.4㎡程度 1
式

整理清掃後片付け 階段室塗装改修
(階段室) 86.4㎡程度 1

式
養生防護棚 掛払い手間 供用80日賃料

基本料 修理費 運搬費共 1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 細目別内訳 25

３号棟 防水改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去 集積共

1,437
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 15ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
笠木端部・ｼﾞｮｲﾝﾄ 5.7

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
釘頭 3.7

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 15ｗ×15ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
屋根端部入隅 0.8

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ換算数量 変成ｼﾘｺｰﾝ系M
ﾎﾞﾙﾄ S-2 1

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)
架台 2.8

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
押え金物 67.9

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
壁押え金物 20.1

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 15ｗ×10ｄ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)
ﾊｯﾁ 8.2

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 15ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
ｻｯｼ上横･水切下･ 572
庇上横下 ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
ｻｯｼ下 122

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 20ｗ×10ｄ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系PU-2
打継ぎ 221

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
ﾀﾞｸﾄ-壁･ﾌｰﾄﾞ-壁･ 59.3
換気ﾊﾟｲﾌﾟ･通気口 ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)
防水上 75.7

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系PS-2
ﾀｲﾙ廻り 12.8

ｍ

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 細目別内訳 26

３号棟 防水改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
玄関扉枠･PS扉枠･ 154
点検口扉枠 ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
壁-笠木･笠木-笠 32.6
木支柱 ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
ｼｰﾄ防水端部(ｱﾙﾐ 74.6
笠木下） ｍ
鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ ﾓﾙﾀﾙ修正共
100φｽﾄﾚｰﾅｰ撤去 7

か所
改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ10
0φ用 7

か所
ｱﾙﾐ笠木取外し
再取付 86.4

か所
屋根ﾏﾝﾎｰﾙ ｽﾃﾝﾚｽ 600角 枠・蓋
一時取外し 1

か所
屋根ﾏﾝﾎｰﾙ ｽﾃﾝﾚｽ 600角 枠・蓋
再取付 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ周囲 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2) 1

15×10 か所
軒先唐草･雨押え
撤去再取付 79

ｍ
壁押え金物・押え 集積共
金物撤去 88

ｍ
壁押え金物 直線
部 16.5

ｍ
壁押え金物 直角
ｺｰﾅｰ 8

か所
押え金物 直線部

65.5
ｍ

押え金物 直角ｺｰ
ﾅｰ 4

か所
既存防水層撤去 屋上防水層 ｼｰﾄ防水層 集積共
庇平場・立上り 161

㎡

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 細目別内訳 27

３号棟 防水改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｹﾚﾝ・清掃 全面ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼがけ
庇平場・立上りｼｰ 161
ﾄ防水下地 ㎡
ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ塗り 平場・立上り

厚1.0 ｶﾁｵﾝ系 下地調整材 161
仮防水機能・強付着性・耐溶剤性 ㎡

庇平場塩化ﾋﾞﾆﾙ樹 接着工法
脂系ｼｰﾄ防水2ｔ 保護塗料:塩ﾋﾞｼｰﾄ用ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系2液 88.2
保護塗料 硬化型保護塗料 ㎡
庇立上り塩化ﾋﾞﾆﾙ 接着工法
樹脂系ｼｰﾄ防水2t 保護塗料:塩ﾋﾞｼｰﾄ用ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系2液 72.6
保護塗料 硬化型保護塗料 ㎡
ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ平場・立上 15MPa程度
り既存塗膜防水高 187
圧水洗 ㎡
ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ平場ｳﾚﾀﾝ塗 X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 平面
膜防水塗替え 仕上塗料塗り 127

㎡
ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ立上りｳﾚﾀﾝ X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 立上り
塗膜防水塗替え 仕上塗料塗り 59.4

㎡
鋳鉄製中継ﾙｰﾌﾄﾞﾚ 錆落とし 防錆塗装塗替え共
ｲﾝ100φｽﾄﾚｰﾅｰ撤 12
去再取付 か所
鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ65 錆落とし 防錆塗装塗替え共
φｽﾄﾚｰﾅｰ撤去再取 12
付 か所
ｱﾙﾐ製笠木180ｗ付
手摺撤去再取付 125

ｍ
ﾃﾚﾋﾞｱﾝﾃﾅ架台高圧 15MPa程度
水洗 1.4

㎡
下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ
ﾃﾚﾋﾞｱﾝﾃﾅ架台 1.4
立上り ㎡
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 立上り
ﾃﾚﾋﾞｱﾝﾃﾅ架台 仕上塗料塗り 1.4

㎡
階段室排水溝高圧 15MPa程度
水洗 4.3

㎡
下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ
階段室排水溝 4.3
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水下地 ㎡

鹿 沼 市 役 所 （乙）



建築工事 細目別内訳 28

３号棟 防水改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
階段室排水溝ｳﾚﾀﾝ X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 立上り
塗膜防水 仕上塗料塗り 4.3

㎡
屋根板金留め金物
の抜け、錆等の調 88.2
査及び補修 ｍ

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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３号棟 外壁改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
施工数量調査 ﾀｲﾙ･ﾓﾙﾀﾙ塗替改修

135
㎡

施工数量調査 打放し面･仕上塗材改修
1,395

㎡
ひび割れ補修（幅 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法
0.2ｍｍ以上） 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填+珪砂散布 79

ｍ
浮き補修 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(一般)ﾋﾟﾝ16本/㎡,25ml/箇所 7.7
㎡

ｱﾙﾐ手摺撤去再取 2000×900
付 16

か所
既存塗膜除去 剥離剤手ｹﾚﾝ

492
㎡

外壁高圧水洗 15MPa程度
1,529

㎡
ｱﾙｶﾘ付与 菊水化学工業BR-B同等

492
㎡

中性化抑制兼下地 菊水化学工業BR-AD同等
調整 492

㎡
可とう形改修塗材 さざなみ状(ﾛｰﾗｰ) 上塗材:1液水系
CE 無機有機ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞふっ素樹脂塗料【 891

耐候形1種相当】菊水化学工業同等 ㎡
可とう形改修塗材 さざなみ状(ﾛｰﾗｰ) 上塗材:1液水系
CE 高耐候性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料【耐候形 205

1種】菊水化学工業同等 ㎡
下塗材 ｶﾁｵﾝ形ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系下塗材（浸

透形）菊水化学工業同等 329
㎡

軒天塗替え用ｱｸﾘﾙ 菊水化学工業同等
ｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材 329

㎡
基礎巾木用塗装 着色ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系塗材同等

74.7
㎡

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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３号棟 塗装改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
屋根面下地調整 鉄鋼面
改修仕様 RB種(塗替え面) 299

㎡
ふっ素樹脂系屋根 錆止め塗料補修塗り･下塗り･上塗り
用遮熱塗料塗替え 共 299

㎡
ＳＯＰ塗り 鉄鋼面 工程B種 塗料1種
改修仕様 錆止工程C塗料As種(鉛･ｸﾛﾑﾌﾘｰ1種) 12.8
(排水管・通気管) 下地RB種(塗替え面) ㎡
ＳＯＰ塗り 亜鉛めっき鋼面 工程B種 塗料1種
改修仕様 錆止工程C 30.5
(竪樋・窓庇) 下地RB種(塗替え面) ㎡
ＳＯＰ塗り 鋼製建具面 工程A種 塗料1種
改修仕様 錆止工程C 48
(扉類) 下地RB種(塗替え面) ㎡

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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３号棟 環境配慮改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ隔板撤去 厚5.0 石綿ｾﾒﾝﾄ板

(既存ｱﾙﾐ枠利用) 12
か所

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ隔板新設 厚5.0 ｹｲｶﾙ板
両面EP塗装品 12
枠・周囲押しﾋﾞｰﾄ既存利用 か所

避難案内ｽﾃｯｶｰ 400×150程度 黄色下地 赤黒文字
12

か所
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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３号棟 雑工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｱﾙﾐ製丸形ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰ ｶﾞﾗﾘ付 100φ 150φ
ﾄﾞ撤去 48

か所
深型ﾌｰﾄﾞ 換気扇(便所・UB) ｱﾙﾐ 100φ

粉体焼付塗装 ﾜｲﾄﾞ水切 32
縦ｷﾞｬﾗﾘ 網目5ﾒｯｼｭ か所

深型ﾌｰﾄﾞ 台所換気扇 ｱﾙﾐ 150φ
粉体焼付塗装 ﾜｲﾄﾞ水切 16
縦ｷﾞｬﾗﾘ 網目5ﾒｯｼｭ か所

避難ハッチ 交換 埋設式ｽﾃﾝﾚｽ製避難はしご（中枠は
工事 除く）階高2750 撤去新設 3

運搬費共 か所
避難ハッチ 消防 3号棟分
申請及び立会検査 1
費 式
たてどい撤去 鋼管 集積共

48.7
ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化 径100
ﾋﾞﾆﾙ管とい(ｶﾗｰ) 48.7

ｍ
ﾄﾞﾙｺﾞ通気弁 屋外設置用 75A

既存配管切断及び新規VP管接続 4
材工共 か所

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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３号棟自転車置場 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
内部仕上足場 脚立足場 掛払い手間

供用30日賃料 基本料 修理費 1
運搬費共 43.4㎡程度 式

養生(外壁改修) 50㎡程度
1

式
整理清掃後片付け 50㎡程度
(外壁改修) 1

式
養生 露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)
(防水改修) 31.8㎡程度 1

式
整理清掃後片付け 露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)
(防水改修) 31.8㎡程度 1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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３号棟自転車置場 防水改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
庇平場・立下り 15MPa程度
高圧水洗 35.9

㎡
下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ
庇平場 31.8

㎡
塗膜防水 X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 平面
庇平場 仕上塗料塗り 31.8

㎡
下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ
庇立下り 4.1

㎡
塗膜防水 X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 立上り
庇立下り 仕上塗料塗り 4.1

㎡
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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３号棟自転車置場 外壁改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
施工数量調査 打放し面･仕上塗材改修

131
㎡

ひび割れ補修（幅 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法
0.2ｍｍ以上） 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填+珪砂散布 6.5

ｍ
外壁高圧水洗 15MPa程度

92.9
㎡

可とう形改修塗材 さざなみ状(ﾛｰﾗｰ) 上塗材:1液水系
CE 無機有機ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞふっ素樹脂塗料【 64.3

耐候形1種相当】菊水化学工業同等 ㎡
下塗材 ｶﾁｵﾝ形ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系下塗材（浸

透形）菊水化学工業同等 28.7
㎡

軒天塗替え用ｱｸﾘﾙ 菊水化学工業同等
ｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材 28.7

㎡
基礎巾木用塗装 着色ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系塗材同等

0.5
㎡

ＳＯＰ塗り 鉄鋼面 工程B種 塗料1種
(糸幅300㎜以下) 錆止工程C塗料A(鉛･ｸﾛﾑﾌﾘｰ1種) 12.9
改修仕様 下地RB種(塗替え面) ｍ

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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ﾎﾟﾝﾌﾟ室 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
一側足場 高さ10m未満

掛払い手間 賃料 45日 基本料 1
修理費 運搬費含む 35.2㎡程度 式

安全手すり 一側足場用
掛払い手間 賃料 45日 基本料 1
修理費 運搬費含む 8.7m程度 式

養生(外壁改修) 25.1㎡程度
1

式
整理清掃後片付け 25.1㎡程度
(外壁改修) 1

式
養生 露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)
(防水改修) 12.8㎡程度 1

式
整理清掃後片付け 露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)
(防水改修) 12.8㎡程度 1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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ﾎﾟﾝﾌﾟ室 防水改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去 集積共

24.8
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ
押え金物 0.6

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 15ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
ｻｯｼ上横･ﾄﾞｱ枠上 8.1
横 ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
ｻｯｼ下･水切下 3.1

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 20ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
換気扇 0.9

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
設備管･設備管ﾌﾟﾚ 0.8
ｰﾄ ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 10ｗ×10ｄ 変成ｼﾘｺｰﾝ系MS-2
ｼｰﾄ防水端部(ｱﾙﾐ 11.4
笠木下） ｍ
ｱﾙﾐ製笠木150ｗ撤
去再取付 11.3

ｍ
押え金物撤去 集積共

0.6
ｍ

押え金物 直線部
0.6

ｍ
押えﾌﾟﾚｰﾄ撤去 集積共

3.8
ｍ

押えﾌﾟﾚｰﾄ
3.8

ｍ
屋根庇平場・立上 屋上防水層 ｼｰﾄ防水層 集積共
りｼｰﾄ防水層撤去 16.6

㎡
屋根庇平場・立上
りｼｰﾄ防水下地ｹﾚﾝ 16.6
及び清掃 ㎡
屋根庇平場ｼｰﾄ防 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ
水下地平滑処理 12.8

㎡

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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ﾎﾟﾝﾌﾟ室 防水改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
屋根庇立上りｼｰﾄ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ
防水下地平滑処理 3.8

㎡
屋根庇平場塩化ﾋﾞ 接着工法
ﾆﾙ樹脂系ｼｰﾄ防水2 保護塗料:塩ﾋﾞｼｰﾄ用ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系2液 12.8
ｔ保護塗料 硬化型保護塗料 ㎡
屋根庇立上り塩化 接着工法
ﾋﾞﾆﾙ樹脂系ｼｰﾄ防 保護塗料:塩ﾋﾞｼｰﾄ用ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系2液 3.8
水2t保護塗料 硬化型保護塗料 ㎡
屋根庇平場・立上
り仮防水 16.6

㎡
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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ﾎﾟﾝﾌﾟ室 外壁改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
施工数量調査 打放し面･仕上塗材改修

40.8
㎡

ﾌｪﾝｽ撤去再取付 1200W
1

式
既存塗膜除去 剥離剤手ｹﾚﾝ

37.6
㎡

外壁高圧水洗 15MPa程度
37.6

㎡
ｱﾙｶﾘ付与 菊水化学工業BR-B同等

37.6
㎡

中性化抑制兼下地 菊水化学工業BR-AD同等
調整 37.6

㎡
可とう形改修塗材 さざなみ状(ﾛｰﾗｰ) 上塗材:1液水系
CE 無機有機ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞふっ素樹脂塗料【 33.2

耐候形1種相当】菊水化学工業同等 ㎡
下塗材 ｶﾁｵﾝ形ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系下塗材（浸

透形）菊水化学工業同等 4.4
㎡

軒天塗替え用ｱｸﾘﾙ 菊水化学工業同等
ｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材 4.4

㎡
基礎巾木用塗装 着色ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系塗材同等

3.19
㎡

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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ﾎﾟﾝﾌﾟ室 建具改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
割れ網入り型板ｶﾞ 集積共 ｶﾞﾗｽ0.4㎡程度 ｼｰﾘﾝｸﾞ 5
ﾗｽ6.8ｔ ｼｰﾘﾝｸﾞ .2ｍ程度 1
撤去 式
網入り型板ｶﾞﾗｽ6. ｶﾞﾗｽ0.4㎡程度 清掃共
8ｔ ｼｰﾘﾝｸﾞ 1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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ﾎﾟﾝﾌﾟ室 塗装改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ＳＯＰ塗り 鋼製建具面 工程A種 塗料1種
改修仕様 錆止工程C 5.6

下地RB種(塗替え面) ㎡
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
単管一本足場 10m未満 掛払い手間

供用30日賃料 基本料 修理費 1
運搬費共 29㎡程度 式

防音ｼｰﾄ張り 掛払い手間
供用30日賃料 基本料 修理費 1
運搬費共 29㎡程度 式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
土中埋設ｶﾞｽ管撤 根切り0.2ｍ3程度 集積共
去 1

式
土中埋設ｶﾞｽ管切 樹脂管
断 残置ｶﾞｽ管ｷｬｯ 1
ﾌﾟ止め か所

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 環境配慮改修工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
屋根撤去 小波ｽﾚｰﾄ5ｔ 石綿含有建材ﾚﾍﾞﾙ3

集積共 19.1
㎡

LPG集合装置ﾊﾟｯｷﾝ 石綿含有建材ﾚﾍﾞﾙ3 集積共
撤去 1

式
ｶﾞｽ管ﾊﾟｯｷﾝ撤去 石綿含有建材ﾚﾍﾞﾙ3 集積共

1
式

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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外構 舗装工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀ
ｰ入れ 3.3

ｍ
ｱｽﾌｧﾙﾄ撤去 集積共

2.3
㎡

路床砕石 40～0mm 再生材
1.6

ｍ3
敷きならし 締め固め共

1.6
ｍ3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-5-15 再生密粒 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
特に狭い場所 人力 39.8

㎡
ﾄﾗﾌｨｯｸﾍﾟｲﾝﾄ 駐車枠・ｾﾞﾌﾞﾗｿﾞｰﾝ・駐車番号

1
式

土工機械運搬 根切り、埋戻し、敷均し
1

式
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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外構 縁石工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
縁石C ｺﾝｸﾘｰﾄ境界ﾌﾞﾛｯｸ ﾓﾙﾀﾙ 基礎ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ100ｔ共 8.7
ｍ

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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外構 植栽工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
樹木・植栽 幹周15㎝未満
伐採抜根 36

本
植栽伐採 幹周15㎝未満

30
本

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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発生材処理 発生材処理 積込・運搬

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
発生材積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ類 ｱｽﾌｧﾙﾄ類

機械 17.7
ｍ3

発生材積込 樹木類
3.2

ｍ3
発生材積込 その他

人力 2.7
ｍ3

発生材積込 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有ﾎﾞｰﾄﾞ(ﾚﾍﾞﾙ3)類 人力
0.1

ｍ3
発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ1.4m3 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類 17.8
DID区間有り 2.5㎞以下 ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級
ﾊﾞｯｸﾎｳ0.13m3 ｱｽﾌｧﾙﾄ類 0.1
DID区間有り 2.5㎞以下 ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級
人力積込 樹木類 3.2
DID区間有り 8.0㎞以下 ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級
人力積込 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 2.1
DID区間有り 3.5㎞以下 ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級
人力積込 汚泥 0.1
DID区間有り 23.0㎞以下 ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級
人力積込 混合廃棄物 0.3
DID区間有り 2.5㎞以下 ｍ3

とりこわし ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級
発生材運搬 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有ﾎﾞｰﾄﾞ(ﾚﾍﾞﾙ3) 0.2

DID区間有り ｍ3
発生材運搬 小波ｽﾚｰﾄ5ｔ 石綿含有建材ﾚﾍﾞﾙ3

0.1ｍ3程度 積込共 1
式

発生材運搬 LPG集合装置管ﾊﾟｯｷﾝ ｶﾞｽ管ﾊﾟｯｷﾝ
石綿含有建材ﾚﾍ 1
ﾞﾙ3 積込共 式

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級
人力積込 鉄くず 0.2
DID区間有り 2.5㎞以下 ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級
人力積込 ｽﾃﾝﾚｽ 0.01
DID区間有り 2.5㎞以下 ｍ3

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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発生材処理 発生材処理 積込・運搬

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級

人力積込 ｱﾙﾐ 0.03
DID区間有り 1.5㎞以下 ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級
人力積込 銅 0.01
DID区間有り 2.5㎞以下 ｍ3

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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発生材処理 発生材処理 処分

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
残材処分 ｺﾝｸﾘｰﾄ類

17.6
ｍ3

残材処分 ｱｽﾌｧﾙﾄ類
0.1

ｍ3
残材処分 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

2.1
ｍ3

残材処分 解体系混合廃棄物
0.3

ｍ3
残材処分 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有ﾎﾞｰﾄﾞ(ﾚﾍﾞﾙ3)

0.2
ｍ3

残材処分 小波ｽﾚｰﾄ5ｔ 石綿含有建材ﾚﾍﾞﾙ3
0.1ｍ3程度 1

式
残材処分 LPG集合装置ﾊﾟｯｷﾝ ｶﾞｽ管ﾊﾟｯｷﾝ 石

綿含有建材ﾚﾍ 1
ﾞﾙ3 式

残材処分 樹木類
3.2

ｍ3
舗装版切断汚泥処 汚泥比重 1.20～1.10
分費 0.1

ｍ3
有価材処分 鉄くず

1.6
ｔ

有価材処分 ｽﾃﾝﾚｽ
0.05

ｔ
有価材処分 ｱﾙﾐ

0.03
ｔ

有価材処分 銅
2

kg
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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電気設備 電灯設備 電灯分岐

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
LED照明器具 Ｆ

8
個

LED照明器具 Ｇ
14

個
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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電気設備 撤去工事 電灯分岐撤去

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
照明器具 直付富士型 FL20W-1
撤去 再使用しない 8

個
照明器具 ﾌﾞﾗｹｯﾄ FUL13W-1
撤去 再使用しない 14

個
水道集中検針盤 離線及び絶縁処理共
撤去 1

面
ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ 金属製 4個用

1
個

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 解体工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 地上からの解体 圧砕機・ﾊﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰ
造建物躯体･鉄骨 ｶ併用 集積共 5.1
小屋組解体 ｍ3
基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ解体 大型ﾌﾞﾚｰｶ 圧砕機併用 根切り

埋戻し 敷均し 集積共 3.9
ｍ3

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ解体 大型ﾌﾞﾚｰｶ 圧砕機併用 集積共
2.3

ｍ3
RC造塀･縁石ｺﾝｸﾘｰ 大型ﾌﾞﾚｰｶ 圧砕機併用 根切り
ﾄ解体 埋戻し 敷均し 集積共 6.3

ｍ3
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
交通誘導員

1
式

交通誘導員
10

人日
計

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（3号棟
） 1

式
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ H=1.8m 柱脚固定具 目隠しｼｰﾄ共

掛払い手間 9.4
ｍ

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ H=1.8m 柱脚固定具 目隠しｼｰﾄ共
供用90日賃料 修理費含む 9.4

ｍ
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ H=1.8m 柱脚固定具 目隠しｼｰﾄ共

基本料 修理費含む 9.4
ｍ

仮設材運搬
(ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ) 9.4

ｍ
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（ﾌﾟﾛﾊﾟ
ﾝ庫） 1

式
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ H=1.8m 柱脚固定具 目隠しｼｰﾄ共

掛払い手間 70.1
ｍ

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ H=1.8m 柱脚固定具 目隠しｼｰﾄ共
供用35日賃料 修理費含む 70.1

ｍ
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ H=1.8m 柱脚固定具 目隠しｼｰﾄ共

基本料 修理費含む 70.1
ｍ

仮設材運搬
(ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ) 70.1

ｍ
計

ﾊﾟｲﾛﾝ区画（3号棟
自転車置場） 1

式
ｶﾗｰｺｰﾝ 基本料

14
個

ｶﾗｰｺｰﾝ 60日賃料
14

個
ｺｰﾝｳｪｲﾄ 基本料

14
個

ｺｰﾝｳｪｲﾄ 60日賃料
14

個
ｺｰﾝﾊﾞｰL=2000 基本料

13
本

ｺｰﾝﾊﾞｰL=2000 60日賃料
13

本
計

鹿 沼 市 役 所 （乙）



共通仮設費(積上)  共通費別紙明細 56

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ﾊﾟｲﾛﾝ区画（ﾎﾟﾝﾌﾟ
室） 1

式
ｶﾗｰｺｰﾝ 基本料

3
個

ｶﾗｰｺｰﾝ 60日賃料
3

個
ｺｰﾝｳｪｲﾄ 基本料

3
個

ｺｰﾝｳｪｲﾄ 60日賃料
3

個
ｺｰﾝﾊﾞｰL=2000 基本料

2
本

ｺｰﾝﾊﾞｰL=2000 60日賃料
2

本
計

ﾍﾞﾋﾞｰｳｲﾝﾁ
1

式
仮設機械運転 往復運搬費
(ﾄﾗｯｸ) 普通用 2t積 1

運転日
ﾍﾞﾋﾞｰｳｲﾝﾁ 供用期間60日賃貸

基本料+日額 1
吊上げ荷重200kg 基

計

鹿 沼 市 役 所 （乙）
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              建 築 工 事 仕 様 書       令和８年５月 1 日適用 

Ⅰ 共通仕様 

１．工事積算について 

本工事の積算は、栃木県県土整備部発行の建築工事積算基準 令和８年４月１日改定（改修建築工事）による。 

共通費算出の為の工期は６．１カ月とする。 

新設材の加工等により発生するスクラップの控除価格は、一般工事として共通費等を算出する。 

撤去および解体により発生する有価物の控除価格は、共通仮設費、現場管理費および一般管理費の対象外として共通費等を算出する。 

 

２．工事仕様について 

設計書、図面、特記仕様書及び現場説明書（質問回答書含む）に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準

仕様書」により施工するものとする。 

最新情報及び改訂版等の管理は適宜行い、内容等に疑義が生じた場合は、監督職員と協議すること。 

 

３．下請業者の選定 

受注者は、一次下請業者を選定する際、当該建設業者の社会保険等加入状況を確認のうえ、社会保険等に加入している建設業者を選定しなければならない。な

お、二次下請以下の建設業者についても、原則、社会保険等に加入している建設業者を選定すること。 

 

４．成果品の電子納品について 

受注者は、「鹿沼市電子納品運用ガイドライン」を遵守のうえ、成果品を電子納品すること。 

 

５．工事看板の設置基準について 

工事看板の設置基準は、以下の URL を参照すること。 

○鹿沼市 HP：https://www.city.kanuma.tochigi.jp/manage/contents/upload/57d9000a825fd.pdf 

 

６．提出書類 

受注者は、工事資料の作成にあたって別紙の鹿沼市工事資料一覧表を参照すること。 
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Ⅱ 特記仕様 

１．法定外の労災保険の付保 

受注者は、本工事において法定外の労災保険に付さなければならない。法定外の労災保険とは、業務や通勤に起因した労働者の負傷、疾病、障害、死亡

などに対して、労働者災害補償保険法(労災保険法)による労災補償給付とは別に、企業が独自の立場から補償給付の上積みを行うための保険をいう。 

 

２．週休２日制工事 

本工事は、「通期の週休２日」に取り組むことを前提とした発注者指定型の営繕工事である。受注者は契約後、「週休２日制工事の実施計画書（様式第１

号）」により発注者と協議したうえで週休２日制工事に取り組むこと。 

 

３．契約保証費について 

本工事は、契約保証費を含む。 

 

４．安全対策と工期について 

施工にあたっては近隣及び通行人等安全面に十分注意した工事計画を立て、作業ごとに作業期間や作業手順等を明確にした工程表を作成し承諾を受けること。

また、入居者への負担を軽減するため、監督職員との工程管理協議を密にし極力工期短縮に努めること。 

市営住宅入居者が入居しながらの工事となるため安全管理には十分注意すること。 

 

５．舗装版の切断時に発生する濁水の適正な処理について 

   本工事におけるカッター切断作業により発生する濁水については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）」に基づき

適正に処理しなければならない。  

 

 ６．猛暑による作業不能日数について 

    本工事では、猛暑による作業不能日数を4日間見込んでいる。  

 

   



特 記 仕 様 書 

 

  

中東情勢の変化等による建設資材の流通状況を踏まえた設計変更 

 

１． 本工事は、供給の偏りや流通の目詰まりにより入手が困難となっているナフサを由来とする

建設資材（以下、「調達検討資材」）の調達に必要となる経費（以下、「別途調達経費」）につい

て、設計変更を行う対象工事である。 

２． 対象とする調達検討資材は、受注者からの「様式 1_調達検討資材に関する協議書」及び「添

付 2_工事打合せ簿」による発議に基づき監督職員と協議の上決定するものとする。 

３． 代替資材の調達又は流通状況を踏まえた調達経費が別途必要となる調達をせざるを得ない

場合には、受注者は、購入する前に「様式 1_調達検討資材に関する協議書」を監督職員に提

出し、協議するものとする。 

４． 受注者は、別途「様式 2_調達検討資材に関する実施報告書」及び調達経費に係る証明書類

（実際の取引伝票等）を監督職員に提出するものとし、その別途調達経費については設計変更

の対象とする。 

 なお、設計変更の対象は以下を想定している。 

① 調達検討資材の代替資材を調達した場合 

② 調達検討資材の流通経路を見直して調達した場合 

③ 調達検討資材を調達した場合（別途調達経費を含む） 

 

 

 



別紙ー１

※１ 　１．提出書類 ※４

No. 工　　事　　資　　料　　名
検査
資料

検査
資料

No.
検査
資料

1 施工体系図　 △ △ 1 △

2 施工体制台帳 △ △ 2

3 工事部分下請通知書 ● ● 3

4 再生資源利用・利促進(実施)書（計画書は施工計画書）、データ※５ ● ● 4

5

6

6 設計図書照査表 ● ● 7

7 実施工程管理図表（月毎及び完成時） ● ● 8

8 総合施工計画書 ● ● 9

9 工種別施工計画書（施工要領書） ● ● 10

10 工種別施工報告書 ● ● 11

11 工事打合せ簿 ● ● 12 △

12 工事写真　※６ ● ● 13 △

13 材料機器承諾図 ● ● 14

14 主要資材（及び機器）数量比較調書 ● ● 15

15 施工図・見本・カタログ等見本帳 ● ●

16 工事検査記録 ● ●

17 工事材料試験検査記録 ● ●

18 製品の立会い検査願い △ △

19 官公署届出書一覧（写し共） ● ● ※４

20 竣工図・施工図（製本）

21 電子納品成果品（事前協議チェックシート、電子媒体納品書含む）

22 保全に関する書類（完成図、取扱い説明書、保証書等） ● ●

23 その他

※１ 提出書類とは、施工に伴い作成する資料であって、完成時には現場と ※３

ともに引き渡す書類である。

※２ 1000万未満の総合施工計画書に記載する事項 ※５ 建設副産物情報交換システム(COBRIS)を利用して登録した場合は、

１　工事概要 電子データの提出不要。電子データで提出する場合、国土交通省の

２　現場組織表 ホームページより配布している様式(Excel版)で作成する。

３　緊急時の体制及び対応 ※６

５　その他（請負者・発注者が工事施工上必要な事項）

４　再生資源利用・利用促進（計画）書

建

廃掃

創意工夫提案資料(状況写真添付)

○

○

標準仕様書

　　建設業法

   廃棄物処理法

労動安全衛生法

R2.2.1

標準仕様書

標準仕様書

使用機器車両の点検記録

○

工事カルテ(請負額500 万円以上)

廃掃１２の３、特記仕様書

契15

社内パトロール実施記録簿(状況写真添付)

安全協議会等の実施記録簿(状況写真添付) 

地域ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ボランティア活動記録(状況写真添付)

契11の2、11の4

契16、鹿沼市電子納品ガイドライン

建退共証紙購入報告書・建退共証紙受払簿

有資格者証写し一覧表(元請け、下請け)

新規入場者教育実施記録簿(状況写真添付) 

KY 活動等実施記録簿(状況写真添付)

中小企業退職金共済法

安14、安則16

安59、安則35

安則35

安30

工  　事  　資  　料  　名
１０００万円

未満

△△

１０００万円
以上

建24‐7、建則14の6

考査

安59、安則35

標準仕様書、考査

備　　　　考

○

○

○※２

○

○

鹿沼市工事資料一覧表（営繕工事）

備　　　　考

建24‐7、建則14の6△ △

標準仕様書

5 ○ ●○
建設副産物処理承認申請書・同処理調書(産廃処理業者及び収集
運搬業者の許可証と契約書写し、処理場等書類と写真添付)

●

○

○

○

○ 契９

○ 標準仕様書、契13

標準仕様書

○

○

リサイクル法

特記仕様書

考査

　労動基準法　

　鹿沼市建設工事請負契約書 契 

請負額100万円未満の工事資料については、工事写真と出来形の

る場合は、検査時に電子データ（写真等）を確認できる用意をす

労基

標準仕様書

　  労動安全衛生規則

産業廃棄物マニフェスト

交通整理員集計表及び伝票

安全教育実施記録簿(写真添付)

○

契19

標準仕様書

休暇期間の巡視計画書

作業員名簿(自社・下請) 

○ 標準仕様書

○

○

○

○

○ 標準仕様書

△

○

○

○

２．請負者手持ち資料

○

○

特記仕様書

請負者手持ち資料とは、発注者に提出を要しないもの。ただし、施工段階ある
いは完成検査時に、必要に応じて確認を求めることがあるもの。（原本・原稿
等提示）

△

○

○

○

○

○

考査

標準仕様書

鹿沼市電子納品ガイドライン

　考査項目別運用表

建則 　　建設業法施行規則

安

安則

公共建築工事標準仕様書（建築工
事編、電気設備編、機械設備編）
公共建築改修工事標準仕様書、

建築物解体工事共通仕様書

考査

インデックスプリントは監督員が指示した場合作成する。省略す

電子納品の範囲については監督員と協議による

わかる資料とする。（施工計画書等は不要）

る。

監督員が必要と認める資料

○ ○

●：検査で確認する資料

△：該当する場合に作成する資料（検査で確認）

○：作成資料



令和5年10月25日

鹿 沼 市発 注 者

一級建築士事務所　佐藤光作設計室設 計 者

設 計 年 月 日

図 面 番 号図面名称／縮尺

工 事 名 称

A-00

図面リスト

図面名称Ｎｏ．

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-00

国道
293
号線

Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅

国
道
293号

線
計画地

県道
4号線

Ｊ
Ｒ
日
光
線

特記仕様書（その１）

特記仕様書（その２）

特記仕様書（その３）

特記仕様書（その４）

配置図・仮設計画図

表紙・図面リスト・案内図

改修建物仕上表・設計概要

案内図

A-13

A-14

A-15

A-16

表紙・図面リスト・案内図

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

３号棟　平面図

３号棟　立面図

３号棟　階段室各図

３号棟　詳細図１

３号棟　詳細図２

３号棟自転車置場　各図

ポンプ室　各図

プロパン庫　各図

外構　各図

ＬＰＧ集合装置　参考図



 

 

 

 









工事用車両駐車場(5台)

市
道

5
0
1
0
号

線

市
道

03
4
4号

線

市
道

5
0
0
9
号

線

市道5011号線

令和5年10月25日

鹿 沼 市発 注 者

一級建築士事務所　佐藤光作設計室設 計 者

設 計 年 月 日

図 面 番 号図面 名称／縮尺

工 事 名 称

配置図・仮設計画図　/　A2 1:300

A-05

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

受水槽

ガードフェンス1800H

ガードフェンス1800H
（目隠しシート付）
（３号棟）

（目隠しシート付）（プロパン庫）

３号棟自転車置場

ポンプ室

プロパン庫

３号棟

（三期工事　改修）

（三期工事　改修）

（三期工事　解体）

（三期工事　改修）

（プロパン庫解体期間のみ）

パイロン区画設置（３号棟自転車置場）

飛散防止用単管足場　3000H

（防音シート張り）

道
路

境
界

線

ゴミ置場

集会室

２号棟自転車置場

１号棟自転車置場

隣地境界線

ゴミ置場

駐車場
幼児遊園

１号棟

２号棟

道路境界線

ゴミ置場

道
路

境
界

線

落下防止用単管足場

足場に養生防護柵等の落下防止を設置する

　　　　足場下部は通り抜け可能とする
駐車場

資機材楊重用ベビーホイスト

1 2 3 4 5

（階段室最上階）単管本足場



コンクリート打放し【改修】

（2号棟は65φ無）

【新設】アルミ製深型フードワイド水切タイプ　標準タイプ　縦ギャラリ　網5メッシュ　150φ

北面のみＦＤ付（厨房排気系統120度　一般部72度）

改修42.2442.24１号棟自転車置場 鉄筋コンクリート造・平屋建

改修473.301559.36鉄筋コンクリート造・４階建２号棟

（㎡）（㎡）
建物名称 構造・階数

延床面積 建築面積
工事種別工期区分

改修595.212209.61鉄筋コンクリート造・４階建１号棟

２号棟（二期工事）

１号棟（一期工事）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材屋根下端

モルタル25ｔ刷毛引き【改修】下地改修の上モルタル刷毛引き2ｔモルタル25ｔ刷毛引き

換気口

下端
三角庇

笠木 【撤去】アルミ製笠木175ｗ 【再取付】アルミ製笠木175ｗ（【改修】ｱﾙﾐ製笠木下（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し部､ｼｰﾄ防水下地ﾓﾙﾀﾙ部）は下地改修）

ドレイン 【撤去】鋳鉄製ルーフドレイン75φストレーナー

ポーチ庇 下端

外側壁

平場・立上り モルタル塗【改修】下地改修の上塩化ビニル樹脂系シート防水2ｔ　保護塗料　接着工法（仮防水施工含む）モルタル塗【撤去】シート防水1.2ｔ（非歩行用）

外壁

フッ素樹脂鋼板0.4ｔ瓦棒葺（芯木無し）【改修】ふっ素樹脂系屋根用遮熱塗料塗替えフッ素樹脂鋼板0.4ｔ瓦棒葺（芯木無し）屋根

タイル張【改修】下地改修タイル張

外壁巾木

２号棟自転車置場（二期工事）

【新設】改修用ルーフドレイン75φ用

ダクト接続フード

竪樋

【新設】シーリング【撤去】シーリングシーリング材

冷媒管・ドレイン管 冷媒管・ドレイン管（移動しながら施工すること） 冷媒管・ドレイン管

開口部
窓 【撤去】割れフロート板ガラス5ｔ・ガスケット

【撤去】カラーＶＵ75φ　取付金物

【撤去】ｱﾙﾐ製丸形ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞＢＬ　ｶﾞﾗﾘ付　150φ　北面のみＦＤ付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材

上端・立下り

【新設】フロート板ガラス5ｔ【再取付】ガスケット

【新設】カラーＶＵ75φ　取付金物

【撤去】破損アルミガラリ250ｗ×200ｈ　水切付 【新設】アルミガラリ250ｗ×200ｈ　水切付

１号棟自転車置場（二期工事）

集会室（二期工事）

一期工事

改修31.6831.68鉄筋コンクリート造・平屋建

鉄筋コンクリート造・平屋建 98.62 101.77

２号棟自転車置場

集会室

看板

改修

解体

【新設】ポリエステル樹脂系ガルバリウム鋼板0.4ｔ水切（１号棟）

（2号棟は65φ無）

コンクリート打放し【改修】

コンクリート打放し【改修】

コンクリート打放し【改修】

コンクリート打放し【改修】カラーガルバリウム鋼板　立平葺き　働き巾455

二期工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【改修】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【改修】

【撤去】有孔ケイカル板6ｔ　目透かし　ＥＰ 【新設】有孔ケイカル板6ｔ　目透かし　ＥＰ－Ｇ軒天

コンクリート打放し

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【改修】

コンクリート金ゴテ押え

コンクリート打放し【改修】下地改修の上基礎巾木用塗り材

施設名称 東町市営住宅

所在地 鹿沼市東町１丁目

設計概要

３号棟（三期工事）

３号棟自転車置場（三期工事）

ポンプ室（三期工事）

屋根・庇

平場・立上り

外側壁

下端

笠木

外壁

外壁巾木

開口部

フェンス

シーリング材

出入口ドア

【再取付】フェンス

【新設】シーリング

扉・枠：スチール　ＯＰ【改修】ＳＯＰ塗替え　框：【新設】網入り型板ガラス6.8ｔ・シーリング

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

【再取付】アルミ製笠木150ｗ（【改修】ｱﾙﾐ製笠木下（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し部､ｼｰﾄ防水下地ﾓﾙﾀﾙ部）は下地改修）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

モルタル塗【改修】下地改修の上塩化ビニル樹脂系シート防水2ｔ　保護塗料　接着工法（仮防水施工含む）モルタル塗【撤去】塩化ビニール樹脂系シート防水2ｔ

【撤去】アルミ製笠木150ｗ

【撤去】シーリング

コンクリート打放し

扉・枠：ｽﾁｰﾙ　ＯＰ　框：【撤去】割れ網入り型板ｶﾞﾗｽ6.8ｔ・ｼｰﾘﾝｸﾞ

【撤去】フェンス

シーリング材

フード

開口部

樋

ベランダ

階段室

壁

巾木

庇

平場

立下り

下端

コンクリート金ゴテ押え【改修】下地改修の上ウレタン塗膜防水

コンクリート打放し【改修】下地改修の上ウレタン塗膜防水

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材

ダクト接続

窓庇

アルミ手摺

ＰＳ扉・点検口扉

竪樋・呼樋

冷媒管・ﾄﾞﾚｲﾝ管・室外機

避難ハッチ

排水管・通気管

隔板

笠木付手摺

ドレイン

【撤去】石綿ｾﾒﾝﾄ板5ｔＶＥ 避難表示付(両面)･ｶﾞｽｹｯﾄ(1,2号棟)･ｱﾙﾐ枠

【撤去】ｱﾙﾐ製笠木180ｗ付手摺・ｶﾞｽｹｯﾄ(2号棟)･ｼｰﾘﾝｸﾞ(1,3号棟)

【撤去】鋳鉄製中継ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ100φｽﾄﾚｰﾅｰ・鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ65φｽﾄﾚｰﾅｰ

【撤去】埋設式ステンレス製避難はしご（中枠は除く）

DVLP80φ 炭素鋼鋼管80φ 取付金物 ﾍﾟﾝｷ及びｳﾚﾀﾝ塗膜防水3ｔ歩行用

冷媒管・ドレイン管・室外機（移動しながら施工すること）

扉・枠：防錆処理ＳＯＰ

【撤去】シーリング

【撤去】アルミ製丸形パイプフードＢＬ　ガラリ付　100φ　150φ

【撤去】アルミ手摺2000×900

ボンデ鋼板1.6ｔ　焼付塗装

【新設】シーリング

【新設】アルミ製深型フードワイド水切タイプ　標準タイプ　縦ギャラリ　網5メッシュ　100φ　150φ

ボンデ鋼板1.6ｔ　焼付塗装【改修】ＳＯＰ塗替え

扉・枠：防錆処理ＳＯＰ【改修】ＳＯＰ塗替え

【再取付】アルミ手摺2000×900

【新設】埋設式ステンレス製避難はしご（中枠は除く）

冷媒管・ドレイン管・室外機

ＤＶＬＰ80φ 炭素鋼鋼管80φ 取付金物　ﾍﾟﾝｷ及びｳﾚﾀﾝ塗膜防水3ｔ歩行用【改修】ＳＯＰ及びｳﾚﾀﾝ塗膜防水塗替え

【新設】ケイカル板5ｔ　塗装品　避難表示付（両面）【再取付】ガスケット（1,2号棟）・アルミ枠

【新設】シーリング(1,3号棟)（【改修】ｱﾙﾐ製笠木下（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し部）は下地改修）

【再取付】アルミ製笠木180ｗ付手摺・ガスケット(2号棟)

【再取付】鋳鉄製中継ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ100φｽﾄﾚｰﾅｰ・鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ65φｽﾄﾚｰﾅｰ【改修】錆落とし　防錆塗装塗替え

屋根

屋根下端

庇

平場・立上り

外側壁

下端

笠木

ドレイン

テレビアンテナ架台

屋上マンホール

外壁

外壁巾木

排水溝

外周壁･手摺壁(内側)

中壁

電気ﾌﾞﾚｰｶｰﾎﾞｯｸｽ

手摺壁笠木

下端

手摺壁（内側　外側）

手摺壁（外側）

平場・立上り

天井・階段裏

巾木・外壁巾木

手摺壁(外側)

手摺壁笠木

モルタル塗【撤去】塩化ビニル樹脂系シート防水2ｔ

【撤去】軒先唐草・雨押え（シート防水絡む箇所のみ）

フッ素樹脂鋼板0.4ｔ段葺

【撤去】アルミ製笠木180ｗ（シート防水絡む箇所のみ）

コンクリート打放し防水モルタル金ゴテ押え

タイル張

モルタル塗ウレタン塗膜防水3ｔ歩行用

金属製ペンキ

モルタル20ｔ金ゴテ押え

防水モルタル金ゴテ押え60ｗ

タイル張

【撤去】ステンレス製マンホール

【撤去】鋳鉄製ルーフドレイン100φストレーナー

フッ素樹脂鋼板0.4ｔ段葺【改修】ふっ素樹脂系屋根用遮熱塗料塗替え【再取付】軒先唐草・雨押え

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材

モルタル塗【改修】下地改修の上塩化ビニル樹脂系シート防水2ｔ　保護塗料　接着工法（仮防水施工含む）

【新設】改修用ルーフドレイン100φ用

【再取付】アルミ製笠木180ｗ（【改修】ｱﾙﾐ製笠木下（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し部､ｼｰﾄ防水下地ﾓﾙﾀﾙ部）は下地改修）

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

タイル張【改修】下地改修

コンクリート打放し防水モルタル金ゴテ押え【改修】下地改修の上ウレタン塗膜防水（笠木天端は水勾配をつける）

【再取付】ｽﾃﾝﾚｽ製ﾏﾝﾎｰﾙ（【改修】ｽﾃﾝﾚｽ製ﾏﾝﾎｰﾙ下（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し部､ｼｰﾄ防水下地ﾓﾙﾀﾙ部）は下地改修）

防水モルタル金ゴテ押え60ｗ【改修】下地改修の上ウレタン塗膜防水

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ（準不燃以上）

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ（準不燃以上）

モルタル20ｔ金ゴテ押え【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ（準不燃以上）

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材（準不燃以上）

金属製ペンキ【改修】ＳＯＰ塗替え

モルタル塗ウレタン塗膜防水3ｔ歩行用【改修】ウレタン塗膜防水塗替え

タイル張【改修】下地改修

改修建物仕上表
前 後部位建物名称

※　　　　で囲まれたものは石綿含有建材（レベル3）

　アルカリ付与ＢＲ－Ｂ及び中性化抑制兼下地調整ＢＲ－ＡＤを施工する。

※（準不燃以上）記載箇所は最終の仕上材を準不燃以上とする。

　水系無機有機ハイブリッドふっ素樹脂塗料【耐候形1種相当】（（準不燃以上）記

※軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材の下塗材はカチオン形アクリル樹脂エマルショ

　化抑制兼下地調整、カチオン形アクリル樹脂エマルション系下塗材（浸透形）は菊

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

改修建物仕上表・設計概要

令和5年10月25日

一級建築士事務所　佐藤光作設計室

鹿 沼 市

A-06

図 面 番 号

工 事 名 称

図面 名称／縮尺

設 計 年 月 日

設 計 者

発 注 者

　び施工数量調査で既存部分の破壊を行った場合の補修方法は監督職員と協議の上決

※「下地改修」と記載されている範囲は施工数量調査を行う。施工数量調査の方法及

　定する。

　規制対象外とする。

※シーリングの改修及び階段室内の改修に使われる材料のホルムアルデヒド放散量は

　いる場合は錆止め塗料で補修塗りを行う。

※屋根の塗装改修において下地調整はＲＢ種とし、ケレン除去により下地が露出して

　硬化型保護塗料とする。

※塩化ビニル樹脂系シート防水2ｔの保護塗料は塩ビシート用アクリルウレタン系2液

　水化学工業㈱の製品と同等とし、施工工程はメーカーの指定による。

※可とう形改修塗材ＣＥ、軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材、アルカリ付与、中性

　ン系下塗材（浸透形）とする。

　載箇所は1液水系高耐候性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料【耐候形1種】）とする。

※可とう形改修塗材ＣＥの仕上の形状は、さざなみ状（ローラー）とし上塗材は1液

３号棟（三期工事）

解体

改修

13.78

8.64

13.78

8.64

補強コンクリートブロック造・平屋建

鉄筋コンクリート造・平屋建

プロパン庫

ポンプ室

３号棟 鉄筋コンクリート造・４階建 1056.85 284.54 改修

３号棟自転車置場 鉄筋コンクリート造・平屋建 21.12 21.12 改修
三期工事

【撤去】通気管ベントキャップ 【新設】ドルゴ通気弁75φ

モルタル20ｔ金ゴテ押え【改修】下地改修の上基礎巾木用塗り材

コンクリート打放し【改修】下地改修の上基礎巾木用塗り材

コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ　　【改修】駐輪バーφ30　ＳＯＰ塗替え

モルタル20ｔ金ゴテ押え【改修】下地改修の上基礎巾木用塗り材

モルタル20ｔ金ゴテ押え【改修】

※コンクリート打放し面の仕上げを撤去する面については、

モルタル20ｔ金ゴテ押え【改修】外壁巾木のみ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【撤去】南面【改修】北・西・東面

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【撤去】南面【改修】北・西・東面

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【撤去】南面【改修】北・西・東面

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【撤去】南面【改修】北・西・東面

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【撤去】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【撤去】

コンクリート打放しペンキ【撤去】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【改修】

コンクリート打放しペンキ【改修】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【改修】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【改修】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【改修】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【改修】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【撤去】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【撤去】

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付【撤去】

ＳＧＰ100φ　65φ　メッキ処理　取付金物【撤去】北面【改修】南面　 【新設】北面　カラーVPφ100　【改修】ＳＧＰ100φ　65φメッキ処理取付金物　南面　ＳＯＰ塗替え



令和5年10月25日

鹿 沼 市発 注 者

一級建築士事務所　佐藤光作設計室設 計 者

設 計 年 月 日

図 面 番 号図面 名称／縮尺

工 事 名 称

３号棟　平面図　/　A2:S=1:200
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３階平面図

２階平面図

１階平面図

Ｒ階平面図

４階平面図

前　【撤去】シーリング
後　【新設】シーリング

凡例

図示無.ひび割れ（幅0.2ｍｍ未満）→シール工法　可とう性エポキシ樹脂充填

1.ひび割れ（幅0.2ｍｍ以上）→Ｕカットシール材充填工法　可とう性エポキシ樹脂充填＋珪砂散布

2.欠損→充填工法　エポキシ樹脂モルタル

4.浮き→アンカーピニング部分エポキシ樹脂注入工法

下地状況及び改修方法

※この図面にある下地状況及び改修方法は参考程度とし、現場にて施工数量調査

　をする範囲の下地改修箇所を全箇所詳細調査を行い、改修方法を監督職員と協

　議の上決定すること。

3.みなし欠損→充填工法　エポキシ樹脂モルタル

電気ﾌﾞﾚｰｶｰﾎﾞｯｸｽ

平面

側面

平面

側面

10ｗ×10ｄ笠木－笠木支柱

10ｗ×10ｄ壁－笠木

笠木ジョイント：シーリング等無

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

A-07

【撤去】通気管ベントキャップ

【新設】ドルゴ通気弁（４箇所）
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西立面図 東立面図

北立面図

南立面図

西 北 東 西 北 東

3. 600W×40H×20D

3. 70W×900H×20D

3. 50W×150H×160D 3. 50W×150H×160D
3. 50W×150H×160D 3. 50W×150H×160D

3. 2300W×40H

3. 2300W×40H

3. 2300W×40H

1. 300L

1. 600L

1. 600L

1. 600L
1. 500L

1. 500L

1. 600L

3. 2300W×40H

1. 500L

1. 700L

1. 250L
1. 250L 1. 250L

1. 250L

3. 70W×1200H×20D

3. 70W×800H×20D

3. 30W×50H×30D

1. 250L

下端：4. 150×110

側面：4. 110W×160H

側面：3. 110W×160H×20D

側面：3. 110W×160H×20D

下地状況及び改修方法

図示無.ひび割れ（幅0.2ｍｍ未満）→シール工法　可とう性エポキシ樹脂充填

1.ひび割れ（幅0.2ｍｍ以上）→Ｕカットシール材充填工法　可とう性エポキシ樹脂充填＋珪砂散布

2.欠損→充填工法　エポキシ樹脂モルタル

3.みなし欠損→充填工法　エポキシ樹脂モルタル

4.浮き→アンカーピニング部分エポキシ樹脂注入工法

※この図面にある下地状況及び改修方法は参考程度とし、現場にて施工数量調査

　をする範囲の下地改修箇所を全箇所詳細調査を行い、改修方法を監督職員と協

　議の上決定すること。

1. 250L

1. 250L

令和5年10月25日

鹿 沼 市発 注 者

一級建築士事務所　佐藤光作設計室設 計 者

設 計 年 月 日

図 面 番 号図面 名称／縮尺

工 事 名 称

３号棟　立面図　/　A2:S=1:200

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

A-08



令和5年10月25日

鹿 沼 市発 注 者

一級建築士事務所　佐藤光作設計室設 計 者

設 計 年 月 日

図 面 番 号図面 名称／縮尺

工 事 名 称

３号棟　階段室各図　/　A2 1:100
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※この図面にある下地状況は建物最西端の階段室についてのもの。

3.みなし欠損→充填工法　エポキシ樹脂モルタル

図示無.ひび割れ（幅0.2ｍｍ未満）→シール工法　可とう性エポキシ樹脂充填

1.ひび割れ（幅0.2ｍｍ以上）→Ｕカットシール材充填工法　可とう性エポキシ樹脂充填＋珪砂散布

2.欠損→充填工法　エポキシ樹脂モルタル

4.浮き→アンカーピニング部分エポキシ樹脂注入工法

下地状況及び改修方法

※この図面にある下地状況及び改修方法は参考程度とし、現場にて施工数量調査

　議の上決定すること。

　をする範囲の下地改修箇所を全箇所詳細調査を行い、改修方法を監督職員と協

1. 100L

1. 100L

側面：4. 1000W×600H 側面：4. 1350W×1400H

1. 750L

4. 250W×100H

4. 300W×100H

1. 300L

塗膜防水範囲

排水溝断面

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

A-09



2
0
ｗ

×
1
0
ｄ

打
継

ぎ

1,150 100

150 20

600

1
,
2
0
0

7
,
5
6
0

▽
Ｇ

Ｌ

▽
１

Ｓ
Ｌ

▽
１

Ｓ
Ｌ

▽
Ｇ

Ｌ

前
　

外
壁

巾
木

：
モ

ル
タ

ル
2
0
ｔ

金
ゴ

テ
押

え

1,000

後
　

平
場

・
立

上
り

：
モ

ル
タ

ル
塗

【
改

修
】

下
地

改
修

の
上

塩
化

ビ
ニ

ル
樹

脂
系

シ
ー

ト
防

水
2
ｔ

　
保

護
塗

料
　

接
着

工
法

（
仮

防
水

施
工

含
む

）

前
　

平
場

・
立

上
り

：
モ

ル
タ

ル
塗

【
撤

去
】

塩
化

ビ
ニ

ル
樹

脂
系

シ
ー

ト
防

水
2
ｔ

1
,
2
0
0

3
,
7
8
0

3
,
7
8
0

1
,
2
0
0

1,100 100

1,750

9
0

2
0

2
0

9
0

9
0

9
0

1,300

1
5
2
8
5

110
15

▽
４

Ｓ
Ｌ

▽
Ｒ

Ｓ
Ｌ

▽
Ｒ

Ｓ
Ｌ

▽
４

Ｓ
Ｌ

後
　

笠
木

：
【

再
取

付
】

ア
ル

ミ
製

笠
木

1
8
0
ｗ

（
【

改
修

】
ｱ
ﾙ
ﾐ
製

笠
木

下
（

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

放
し

部
､
ｼ
ｰ
ﾄ
防

水
下

地
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
部

）
は

下
地

改
修

）

450

3,200

前
　

ド
レ

イ
ン

：
【

撤
去

】
鋳

鉄
製

中
継

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ﾝ
1
0
0
φ

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾅ
ｰ
・

鋳
鉄

製
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ﾝ
6
5
φ

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾅ
ｰ

　
　

　
　

　
　

　
　

（
【

改
修

】
ｱ
ﾙ
ﾐ
製

笠
木

下
（

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

放
し

部
）

は
下

地
改

修
）

後
　

笠
木

付
手

摺
：

【
再

取
付

】
ア

ル
ミ

製
笠

木
1
8
0
ｗ

付
手

摺
【

新
設

】
シ

ー
リ

ン
グ

▽
３

Ｓ
Ｌ

▽
３

Ｓ
Ｌ

1～2SL 2～3SL 2,7502,750

前
　

平
場

・
立

上
り

：
モ

ル
タ

ル
塗

ウ
レ

タ
ン

塗
膜

防
水

3
ｔ

歩
行

用
後

　
平

場
・

立
上

り
：

モ
ル

タ
ル

塗
ウ

レ
タ

ン
塗

膜
防

水
3
ｔ

歩
行

用

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【

改
修

】
ウ

レ
タ

ン
塗

膜
防

水
塗

替
え

2
0
5
0
5
0
2
0

後
　

【
再

取
付

】
ア

ル
ミ

手
摺

2
0
0
0
×

9
0
0

前
　

【
撤

去
】

ア
ル

ミ
手

摺
2
0
0
0
×

9
0
0

900

9
0

9
0

前
　

フ
ー

ド
：

【
撤

去
】

ア
ル

ミ
製

丸
形

パ
イ

プ
フ

ー
ド

Ｂ
Ｌ

　
ガ

ラ
リ

付
　

1
0
0
φ

後
　

フ
ー

ド
：

【
新

設
】

ア
ル

ミ
製

深
型

フ
ー

ド
ワ

イ
ド

水
切

タ
イ

プ
　

標
準

タ
イ

プ

後
　

フ
ー

ド
：

【
新

設
】

ア
ル

ミ
製

深
型

フ
ー

ド
ワ

イ
ド

水
切

タ
イ

プ
　

標
準

タ
イ

プ

前
　

フ
ー

ド
：

【
撤

去
】

ア
ル

ミ
製

丸
形

パ
イ

プ
フ

ー
ド

Ｂ
Ｌ

　
ガ

ラ
リ

付
　

1
5
0
φ

160

後
　

手
摺

壁
（

外
側

）
：

タ
イ

ル
張

【
改

修
】

下
地

改
修

前
　

手
摺

壁
（

外
側

）
：

タ
イ

ル
張

後
　

竪
樋

・
呼

樋
：

Ｓ
Ｇ

Ｐ
1
0
0
φ

　
6
5
φ

　
メ

ッ
キ

処
理

　
取

付
金

物
　

Ｓ
Ｏ

Ｐ
【

改
修

】
Ｓ

Ｏ
Ｐ

塗
替

え

9
0

2
0
9
0

前
　

屋
根

：
フ

ッ
素

樹
脂

鋼
板

0
.
4
ｔ

段
葺

後
　

屋
根

：
フ

ッ
素

樹
脂

鋼
板

0
.
4
ｔ

段
葺

【
改

修
】

ふ
っ

素
樹

脂
系

屋
根

用
遮

熱
塗

料
塗

替
え

2
0

前
　

下
端

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

【
撤

去
】

ア
ク

リ
ル

系
リ

シ
ン

吹
付

前
　

外
側

壁
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し
【

撤
去

】
ア

ク
リ

ル
系

リ
シ

ン
吹

付
後

　
外

側
壁

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

　
　

　
　

　
　

【
改

修
】

下
地

改
修

の
上

可
と

う
形

改
修

塗
材

Ｃ
Ｅ

　
　

　
　

　
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
下

塗
材

の
上

軒
天

塗
替

え
用

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ｼ
ﾘ
ｺ
ﾝ
樹

脂
仕

上
塗

材

前
　

下
端

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

【
撤

去
】

ア
ク

リ
ル

系
リ

シ
ン

吹
付

後
　

下
端

：
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

放
し

後
　

下
端

：
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

放
し

　
　

　
　

　
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
下

塗
材

の
上

軒
天

塗
替

え
用

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ｼ
ﾘ
ｺ
ﾝ
樹

脂
仕

上
塗

材

前
　

外
壁

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

【
撤

去
】

ア
ク

リ
ル

系
リ

シ
ン

吹
付

後
　

外
壁

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

　
　

　
　

　
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
可

と
う

形
改

修
塗

材
Ｃ

Ｅ

前
　

手
摺

壁
（

内
側

　
外

側
）

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

【
撤

去
】

ア
ク

リ
ル

系
リ

シ
ン

吹
付

後
　

手
摺

壁
（

内
側

　
外

側
）

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
可

と
う

形
改

修
塗

材
Ｃ

Ｅ

前
　

手
摺

壁
笠

木
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し
【

撤
去

】
ペ

ン
キ

後
　

手
摺

壁
笠

木
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し

　
　

　
　

　
　

　
　

【
改

修
】

下
地

改
修

の
上

可
と

う
形

改
修

塗
材

Ｃ
Ｅ

前
　

ド
レ

イ
ン

：
【

撤
去

】
鋳

鉄
製

ル
ー

フ
ド

レ
イ

ン
1
0
0
φ

ス
ト

レ
ー

ナ
ー

後
　

【
再

取
付

】
軒

先
唐

草

後
　

ド
レ

イ
ン

：
【

新
設

】
改

修
用

ル
ー

フ
ド

レ
イ

ン
1
0
0
φ

用

　
　

　
　

　
　

縦
ギ

ャ
ラ

リ
　

網
5
メ

ッ
シ

ュ
　

1
5
0
φ

　
　

　
　

　
　

縦
ギ

ャ
ラ

リ
　

網
5
メ

ッ
シ

ュ
　

1
0
0
φ

前
　

冷
媒

管
・

ド
レ

イ
ン

管
・

室
外

機
（

移
動

し
な

が
ら

施
工

す
る

こ
と

）
後

　
冷

媒
管

・
ド

レ
イ

ン
管

・
室

外
機

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

サ
ッ

シ
上

1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

サ
ッ

シ
下

1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

防
水

上

前
　

【
撤

去
】

シ
ー

リ
ン

グ
後

　
【

新
設

】
シ

ー
リ

ン
グ

凡
例

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

庇
上

横
下

2
0
×

2
0
×

5
ｄ

釘
頭

＠
3
5
0

ダ
ク

ト
ー

壁
　

フ
ー

ド
ー

壁

ダ
ク

ト
ー

壁
　

フ
ー

ド
ー

壁

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

サ
ッ

シ
上

横

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

水
切

下

2
0
×

2
0
×

5
ｄ

釘
頭

＠
5
0
0

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

笠
木

端
部

・
ジ

ョ
イ

ン
ト

シ
ー

ト
防

水
端

部
（

ア
ル

ミ
笠

木
下

）
1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

押
え

金
物

前
　

【
撤

去
】

押
え

金
物

後
　

【
新

設
】

押
え

金
物

後
　

外
壁

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

【
改

修
】

下
地

改
修

の
上

可
と

う
形

改
修

塗
材

Ｃ
Ｅ

後
　

ド
レ

イ
ン

：
【

再
取

付
】

鋳
鉄

製
中

継
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ﾝ
1
0
0
φ

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾅ
ｰ
・

鋳
鉄

製
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ﾝ
6
5
φ

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾅ
ｰ

前
　

笠
木

付
手

摺
：

【
撤

去
】

ｱ
ﾙ
ﾐ
製

笠
木

1
8
0
ｗ

付
手

摺
・

ｼ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

前
　

竪
樋

・
呼

樋
：

Ｓ
Ｇ

Ｐ
1
0
0
φ

　
6
5
φ

　
メ

ッ
キ

処
理

　
取

付
金

物
　

Ｓ
Ｏ

Ｐ

前
　

窓
庇

：
ボ

ン
デ

鋼
板

1
.
6
ｔ

焼
付

塗
装

後
　

窓
庇

：
ボ

ン
デ

鋼
板

1
.
6
ｔ

焼
付

塗
装

【
改

修
】

Ｓ
Ｏ

Ｐ
塗

替
え

※
屋

根
板

金
留

め
金

物
（

釘
、

ビ
ス

、
リ

ベ
ッ

ト
等

）
の

抜
け

、
錆

等
の

調
査

及
び

補
修

を
行

う
こ

と
。

前
　

笠
木

：
【

撤
去

】
ア

ル
ミ

製
笠

木
1
8
0
ｗ

（
シ

ー
ト

防
水

絡
む

箇
所

の
み

）

前
　

【
撤

去
】

軒
先

唐
草

（
シ

ー
ト

防
水

絡
む

箇
所

の
み

）

【
撤

去
】

雨
押

え
（

シ
ー

ト
防

水
絡

む
箇

所
の

み
）

【
再

取
付

】
雨

押
え

妻
壁

前
　

外
壁

：
タ

イ
ル

張
後

　
外

壁
：

タ
イ

ル
張

【
改

修
】

下
地

改
修

換
気

パ
イ

プ

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

サ
ッ

シ
横

1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

サ
ッ

シ
下

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

水
切

下

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

サ
ッ

シ
上

横

1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

サ
ッ

シ
下

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

水
切

下

1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

タ
イ

ル
廻

り

　
　

　
　

　
　

　
【

改
修

】
錆

落
と

し
　

防
錆

塗
装

塗
替

え

令和5年10月25日

鹿 沼 市発 注 者

一級建築士事務所　佐藤光作設計室設 計 者

設 計 年 月 日

図 面 番 号図面名称／ 縮尺

工 事 名 称

３号棟　詳細図１　/　A2 1:30

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

A-10

後
　

外
壁

巾
木

：
モ

ル
タ

ル
2
0
ｔ

金
ゴ

テ
押

え
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
基

礎
巾

木
用

塗
り

材

前
　

外
壁

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

【
改

修
】

前
　

排
水

管
・

通
気

管
：

D
V
L
P
8
0
φ

 
炭

素
鋼

鋼
管

8
0
φ

 
取

付
金

物
 
ﾍ
ﾟ
ﾝ
ｷ
　

【
撤

去
】

通
気

管
ベ

ン
ト

キ
ャ

ッ
プ

後
　

排
水

管
・

通
気

管
：

D
V
L
P
8
0
φ

 
炭

素
鋼

鋼
管

8
0
φ

 
取

付
金

物
 
ﾍ
ﾟ
ﾝ
ｷ
　

【
改

修
】

ド
ル

ゴ
通

気
弁

7
5
φ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

【
改

修
】

Ｓ
Ｏ

Ｐ
塗

替
え

前
　

【
撤

去
】

竪
樋

：
Ｓ

Ｇ
Ｐ

1
0
0
φ

　
取

付
金

物

後
　

【
新

設
】

竪
樋

：
カ

ラ
ー

Ｖ
Ｐ

1
0
0
φ

　
取

付
金

物



1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

　
玄

関
扉

枠

1～2SL 2～3SL 2,750

後
　

テ
レ

ビ
ア

ン
テ

ナ
架

台
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し
防

水
モ

ル
タ

ル
金

ゴ
テ

押
え

前
　

テ
レ

ビ
ア

ン
テ

ナ
架

台
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し
防

水
モ

ル
タ

ル
金

ゴ
テ

押
え

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

【
改

修
】

下
地

改
修

の
上

ウ
レ

タ
ン

塗
膜

防
水

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
【

改
修

】
ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
製

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
下

（
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

放
し

部
､
ｼ
ｰ
ﾄ
防

水
下

地
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
部

）
は

下
地

改
修

）

後
　

屋
上

マ
ン

ホ
ー

ル
：

【
再

取
付

】
ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
製

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

前
　

屋
上

マ
ン

ホ
ー

ル
：

【
撤

去
】

ス
テ

ン
レ

ス
製

マ
ン

ホ
ー

ル

1
,
0
0
0

6
0
0

300

300

3
,
7
8
0

1
,
2
0
0

300

5
0
0 P
S

P
S

P
S

5
0
0

3
,
2
8
0

9
5
0

▽
Ｇ

Ｌ

▽
Ｒ

Ｓ
Ｌ

▽
４

Ｓ
Ｌ

▽
３

Ｓ
Ｌ

▽
１

Ｓ
Ｌ

450 1,0002,7502,750

2
0

7
5
7
5

2
0

196.4×14＝2,75020 170×5＝850
30

100

100

2
5
0
×

6
＝

1
,
5
0
0

774

前
　

巾
木

：
モ

ル
タ

ル
2
0
ｔ

金
ゴ

テ
押

え

前
　

電
気

ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ｯ
ｸ
ｽ
：

ペ
ン

キ
後

　
電

気
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ｯ
ｸ
ｽ
：

ペ
ン

キ
【

改
修

】
Ｓ

Ｏ
Ｐ

塗
替

え

後
　

Ｐ
Ｓ

扉
・

点
検

口
扉

：
扉

・
枠

：
防

錆
処

理
Ｓ

Ｏ
Ｐ

【
改

修
】

Ｓ
Ｏ

Ｐ
塗

替
え

前
　

Ｐ
Ｓ

扉
・

点
検

口
扉

：
扉

・
枠

：
防

錆
処

理
Ｓ

Ｏ
Ｐ

前
　

平
場

・
立

上
り

：
モ

ル
タ

ル
塗

【
撤

去
】

塩
化

ビ
ニ

ル
樹

脂
系

シ
ー

ト
防

水
2
ｔ

後
　

平
場

・
立

上
り

：
モ

ル
タ

ル
塗

【
改

修
】

下
地

改
修

の
上

塩
化

ビ
ニ

ル
樹

脂
系

シ
ー

ト
防

水
2
ｔ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
保

護
塗

料
　

接
着

工
法

（
仮

防
水

施
工

含
む

）

排
煙

口
7
0
0
ｗ

×
3
0
0
ｈ

2
0

9
0

9
0

2
0

1501,1501,4001,425150 20 2030

2,260

196.4×14×2＝2,750×2

20 20

1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

押
え

金
物

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

ハ
ッ

チ

後
　

避
難

ハ
ッ

チ
：

【
新

設
】

埋
設

式
ス

テ
ン

レ
ス

製
避

難
は

し
ご

（
中

枠
は

除
く

）
前

　
避

難
ハ

ッ
チ

：
【

撤
去

】
埋

設
式

ス
テ

ン
レ

ス
製

避
難

は
し

ご
（

中
枠

は
除

く
）

ボ
ル

ト

後
　

外
側

壁
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し
　

　
　

　
　

　
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
可

と
う

形
改

修
塗

材
Ｃ

Ｅ

後
　

屋
根

下
端

：
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

放
し

　
　

　
　

　
　

　
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
下

塗
材

の
上

軒
天

塗
替

え
用

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ｼ
ﾘ
ｺ
ﾝ
樹

脂
仕

上
塗

材

前
　

外
壁

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

【
撤

去
】

ア
ク

リ
ル

系
リ

シ
ン

吹
付

後
　

外
壁

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

　
　

　
　

　
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
可

と
う

形
改

修
塗

材
Ｃ

Ｅ

　
　

　
　

　
　

　
 
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
下

塗
材

の
上

凡
例

前
　

【
撤

去
】

シ
ー

リ
ン

グ
後

　
【

新
設

】
シ

ー
リ

ン
グ

　
　

　
　

　
　

　
 
軒

天
塗

替
え

用
ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ｼ
ﾘ
ｺ
ﾝ
樹

脂
仕

上
塗

材

後
 
天

井
･
階

段
裏

:
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

放
し

1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

　
点

検
口

扉
枠

前
　

【
撤

去
】

押
え

金
物

後
　

【
新

設
】

押
え

金
物

前
　

【
撤

去
】

壁
押

え
金

物

後
　

【
新

設
】

壁
押

え
金

物

1
5
ｗ

×
1
5
ｄ

屋
根

端
部

入
隅

テ
レ

ビ
ア

ン
テ

ナ
架

台
平

面

架
台

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
笠

木
天

端
は

水
勾

配
を

つ
け

る
）

16020
10

1
,
1
0
0

1
9
0

7
0
0

1
9
0

190700190

1
9
0

1
9
0

1
0

1
0

7
0
0

1
0

1
0

10 10

1,100

1
,
1
0
0

前
　

隔
板

：
【

撤
去

】
石

綿
ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
板

5
ｔ

Ｖ
Ｅ

 
避

難
表

示
付

(
両

面
)
･
ｱ
ﾙ
ﾐ
枠

後
　

隔
板

：
【

新
設

】
ケ

イ
カ

ル
板

5
ｔ

　
塗

装
品

　
避

難
表

示
付

（
両

面
）

【
再

取
付

】
ア

ル
ミ

枠

1
5
ｗ

×
1
0
ｄ

ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ

8
7
5

87060870

通
気

口

9
0
2
0

9
0

1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

壁
押

え
金

物

1
0
ｗ

×
1
0
ｄ

　
P
S
扉

枠

9
5
5

1,880

40 40

4
0

4
0

(
準

)

(
準

)

(
準

)
(
準

)

(
準

)

(
準

)

(
準

)

(
準

)

(
準

)

(
準

)

(
準

)

後
　

外
周

壁
･
手

摺
壁

(
内

側
)
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

【
改

修
】

下
地

改
修

の
上

可
と

う
形

改
修

塗
材

Ｃ
Ｅ

(
準

不
燃

以
上

)

後
　

手
摺

壁
(
外

側
)
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
可

と
う

形
改

修
塗

材
Ｃ

Ｅ

後
　

手
摺

壁
笠

木
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し
　

　
　

　
　

　
　

　
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上
可

と
う

形
改

修
塗

材
Ｃ

Ｅ
(
準

不
燃

以
上

)

前
　

外
壁

巾
木

：
モ

ル
タ

ル
2
0
ｔ

金
ゴ

テ
押

え

※
(
準

不
燃

以
上

)
記

載
箇

所
は

最
終

の
仕

上
材

を
準

不
燃

以
上

と
す

る
。

(
準

)
は

そ
の

範
囲

境
界

を
示

す
。

　
　

　
　

　
　

　
 
(
準

不
燃

以
上

)

後
　

中
壁

：
モ

ル
タ

ル
2
0
ｔ

金
ゴ

テ
押

え

　
　

　
　

　
【

改
修

】
下

地
改

修
の

上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
可

と
う

形
改

修
塗

材
Ｃ

Ｅ
(
準

不
燃

以
上

)
令和5年10月25日

鹿 沼 市発 注 者

一級建築士事務所　佐藤光作設計室設 計 者

設 計 年 月 日

図 面 番 号図面名称／縮尺

工 事 名 称

３号棟　詳細図２　/　A2 1:30

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）
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1. 200L 1. 200L 1. 200L

1. 200L
1. 200L 1. 200L

下地状況及び改修方法

図示無.ひび割れ（幅0.2ｍｍ未満）→シール工法　可とう性エポキシ樹脂充填

1.ひび割れ（幅0.2ｍｍ以上）→Ｕカットシール材充填工法　可とう性エポキシ樹脂充填＋珪砂散布

2.欠損→充填工法　エポキシ樹脂モルタル

3.みなし欠損→充填工法　エポキシ樹脂モルタル

4.浮き→アンカーピニング部分エポキシ樹脂注入工法

※この図面にある下地状況及び改修方法は参考程度とし、現場にて施工数量調査

　をする範囲の下地改修箇所を全箇所詳細調査を行い、改修方法を監督職員と協

　議の上決定すること。

鹿 沼 市発 注 者

設 計 者

設 計 年 月 日

図 面 番 号図面 名称／縮尺
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一級建築士事務所　佐藤光作設計室

令和5年10月25日

２・３号棟自転車置場　各図　/　A2 1:100 1:30
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前　巾木：コンクリート打放し
後　巾木：コンクリート打放し

前　平場：コンクリート金ゴテ押え
後　平場：コンクリート金ゴテ押え
　　　　　【改修】下地改修の上ウレタン塗膜防水

後　立下り：コンクリート打放し【改修】下地改修の上ウレタン塗膜防水

1
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5

1
5

75 2020 75

▽ＧＬ

1
0
0

断面詳細図 1:30

後　下端：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　　　　【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材

後　壁：コンクリート打放し
　　　　【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

A-12

　　　　　【改修】下地改修の上基礎巾起用塗り材

前　下端：コンクリート打放し【改修】

前　壁：コンクリート打放し【改修】

前　立下り：コンクリート打放し【改修】

【改修】駐輪バー30φ　ＳＯＰ塗替え
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一級建築士事務所　佐藤光作設計室

令和5年10月25日

ポンプ室　各図　/　A2 1:100 1:30
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前　【撤去】フェンス
後　【再取付】フェンス
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3.みなし欠損→充填工法　エポキシ樹脂モルタル

図示無.ひび割れ（幅0.2ｍｍ未満）→シール工法　可とう性エポキシ樹脂充填

1.ひび割れ（幅0.2ｍｍ以上）→Ｕカットシール材充填工法　可とう性エポキシ樹脂充填＋珪砂散布

2.欠損→充填工法　エポキシ樹脂モルタル

4.浮き→アンカーピニング部分エポキシ樹脂注入工法

下地状況及び改修方法

※この図面にある下地状況及び改修方法は参考程度とし、現場にて施工数量調査

　をする範囲の下地改修箇所を全箇所詳細調査を行い、改修方法を監督職員と協

　議の上決定すること。

設備管

設備管プレート

20ｗ×10ｄ換気扇

前　框：【撤去】割れ網入り型板ｶﾞﾗｽ6.8ｔ・ｼｰﾘﾝｸﾞ

後　框：【新設】網入り型板ガラス6.8ｔ・シーリング

前　外壁：コンクリート打放し【撤去】アクリル系リシン吹付

後　外壁：コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ
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　　　　　　　　　保護塗料　接着工法（仮防水施工含む）
後　平場・立上り：モルタル塗【改修】下地改修の上塩化ビニル樹脂系シート防水2ｔ
前　平場・立上り：モルタル塗【撤去】塩化ビニール樹脂系シート防水2ｔ

　　　　　（【改修】ｱﾙﾐ製笠木下（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し部､ｼｰﾄ防水下地ﾓﾙﾀﾙ部）は下地改修）

前　外壁巾木：コンクリート打放し
後　外壁巾木：コンクリート打放し

75 207575 7520

断面詳細図 1:30

前　【撤去】押え金物

後　【新設】押え金物

押え金物

前　【撤去】押えプレート

後　【新設】押えプレート

　　押えプレートの上にシート防水とする

前　下端：コンクリート打放し【撤去】アクリル系リシン吹付

<10ｗ×10ｄ>水切下

前　外壁：コンクリート打放し【撤去】アクリル系リシン吹付

後　外壁：コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

前　笠木：【撤去】アルミ製笠木150ｗ
後　笠木：【再取付】アルミ製笠木150ｗ

シート防水端部（アルミ笠木下）

前　外側壁：コンクリート打放し【撤去】アクリル系リシン吹付
後　外側壁：コンクリート打放し【改修】下地改修の上可とう形改修塗材ＣＥ

凡例

前　【撤去】シーリング
後　【新設】シーリング

ガラス ガラス

後　下端：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　　　　【改修】下地改修の上下塗材の上軒天塗替え用ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂仕上塗材

15ｗ×10ｄサッシ上横

10ｗ×10ｄサッシ下

15ｗ×10ｄドア枠上横

前　扉・枠：ｽﾁｰﾙ　ＯＰ　框：【撤去】割れ網入り型板ｶﾞﾗｽ6.8ｔ・ｼｰﾘﾝｸﾞ

後　扉・枠：スチール　ＯＰ【改修】ＳＯＰ塗替え　框：【新設】網入り型板ガラス6.8ｔ・シーリング

可能な限り押えプレートと外壁との隙間を空ける

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）
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　　　　　　　【改修】下地改修の上基礎巾木用塗り材
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ＬＰＧ集合装置　参考図

東町市営住宅外壁外改修工事（三期工事）

A-15
パッキンは石綿含有建材（レベル3）

※パッキンの有無は図面記載の有無に関わらず、現場にてＬＰＧ集合装置全てを確認し、そのパッキンを撤去すること

※【解体】この図面に記載されているもの全て
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